
家で自分で計画を立てて勉強する
（学校の予習・復習を含む）（％）
家で自分で計画を立てて勉強する
（学校の予習・復習を含む）（％）

【参考】質問「家で自分で計画を立てて勉強しているか」への青森県の回答と平均正答率（％）

前年度までに受けた授業で、自
分の考えがうまく伝わるよう、資
料や文章、話の組立てなどを工
夫して発表していた（％）

前年度までに受けた授業で、自
分の考えがうまく伝わるよう、資
料や文章、話の組立てなどを工
夫して発表していた（％）

左図の結果から、今
後も基礎的・基本的
な知識・技能等を確
実に習得させ、思考
力・判断力・表現力等
や、自ら学習を調整し
ながら粘り強く学習に
取り組む態度を育成
することが大切です。

【参考】質問「自分の考えがうまく伝わるよう、工夫して発表していた」への青森県の回答と平均正答率（％）

小・中学校ともに全国平均を
下回っています。

【参考】質問「対象学年児童が自分の考えをまとめ、発表する場面では、児童一人一人に配備された
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用させているか」への青森県の回答と平均正答率（％）クロス集計

小・中学校ともに全国平均を
下回っていますが、令和３年度に
比べ、その割合は増加しており、
授業改善の成果が見られます。

左図の結果から、各校において、次
のことに留意した授業改善に引き続
き取り組む必要があります。
・「個に応じた指導」の充実を図り、
これまで以上に児童生徒の成長や
つまずき、悩みなどの理解に努め、
個々の興味、関心、意欲等を踏まえ
てきめ細かく指導・支援する。
・児童生徒が自らの学習状況を把
握し、主体的に学習を調整するこ
とができるよう促していく。
・児童生徒同士で、あるいは多様な
他者と協働し、よりよい学びを生み
出す探究的な学習や体験活動等
の充実を図る。

児童生徒は授業で、自らの考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して、発言や発表を行うことができて
いる（％）

児童生徒は授業で、自らの考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して、発言や発表を行うことができて
いる（％）

【参考】質問「児童生徒は、（中略）話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができている
か」への全国の回答と平均正答率（％）（クロス分析）

全国学力・学習状況調査の結果、児童生徒質問紙調査
及び学校質問紙調査における本県の結果の概要を記載
しています。

図２

小・中学校ともに、目標とされた正答率に届かなかった教科が複数見られ
たものの、学習した内容は概ね身に付いていると捉えていました。
しかし、グラフや図、資料などから、情報を正確に読み取る力などの育成や、
学習内容を日常の事象と関係付けて考えたり判断したりする力の育成に向
けた指導に課題がありました。
このことを踏まえ、各校では、各教科の自校分析を基に指導の改善に取り
組むこととしていました。

学習習慣の状況と対策（児童・生徒質問紙調査）

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業への取
組状況と対策（児童・生徒質問紙調査）

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に
関する取組状況（学校質問紙調査）

ＩＣＴを活用した学習状況（学校質問紙調査）

「家で自分で計画を立てて勉強している」と答えた児童生徒の平均正答率は、
「全くしていない」と答えた児童生徒よりも１０ポイント以上高い状況です。

「工夫して発表していた」と答えた児童生徒の平均正答率は、「発表し
ていなかった」と答えた児童生徒よりも１０ポイント以上高い状況です。

学力の状況と対策（教科に関する調査）

本県の児童生徒は授業で、自
分の考えがうまく伝わるよう、資
料や文章、話の組立てなどを
工夫していた割合が全国と比
べてやや低い傾向にあります。

図１

本県の平均正答率を全国や最上位県と比較すると、小・中学校ともに、全ての教科
で平均正答率が全国平均を上回るか同程度であり、概ね良好な状況にあります。

「授業において、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を
行うことができている」と思うと回答している学校の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。

児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現す
る場面では、児童生徒一人一人に配備されたＰ
Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用させている
割合（％）※週３回以上の割合

児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現す
る場面では、児童生徒一人一人に配備されたＰ
Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用させている
割合（％）※週３回以上の割合

教科の平均正答率が高い傾向が見られる学校は、児童生徒が自分の考えをまとめ、発表する場面で
ＩＣＴ機器を使用させている頻度が高い。

本県の児童生徒は
家で自分で計画を
立てて勉強している
割合が全国と比べ、
同程度か高い傾向
にあります。

左図の結果から、今
後も 、児童生徒が
個々の習熟の状況に
応じて家庭学習を計
画的に行うことがで
きるよう、指導を継続
することが大切です。

左図の結果から、各校において、
本調査結果の活用について、次の
ことに留意した取組が必要です。
・教育課程に基づき組織的かつ計
画的に教育活動の質の向上を図
り、各教科等で育成を目指す資
質・能力等を把握した上で、これ
までの実践とＩＣＴを最適に組み
合わせることで、「主体的・対話
的で深い学び」の実現に向けた
授業改善に生かす。
・児童生徒一人一人に寄り添った
きめ細かな指導、学習活動・機会
の充実が図られるよう、ＩＣＴのも
つ特性を活用する。


